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平成21年12月７日（月） 

                                           

（午後２時30分 再開） 

○議長（中西峰雄君）お疲れかと思いますが、

初日で大変でございますが、もう少し頑張っ

ていただきますように。 

 休憩前に引き続き、会議を開きます。 

 日程に従い、一般質問を行います。 

 順番５、９番 上田良治君。 

〔９番（上田良治君）登壇〕 

○９番（上田良治君）それでは、議長のお許

しをいただきましたので、一般質問を行いま

す。 

 ＬＥＤ照明の推進についてということでお

伺いします。地球温暖化対策については前回

質問させていただきましたけれども、それ以

外でもいろいろな地球温暖化対策があります。

その一つに、これから大きく注目されていく

ものがＬＥＤ照明の推進になってくると思い

ますので、今回質問をさせていただきます。 

 国の首相たる鳩山総理が、国連会議におい

て、2020年度までの温室効果ガス排出量を

1990年比で25％削減との考えを提起されまし

た。今回の25％との数字は、京都議定書の基

準に比べはるかに厳しく、これを本当に実現

しようとするなら、鉄鋼会社などＣＯ２排出

の大きな産業をはじめとする、かなりの数の

メーカーが、今のレベルから生産数の減産を

しなければ達成できない、努力しても追いつ

かない数値であります。このままでは、中国

やその他海外へ生産拠点を移さざるを得なく

なるということは明白であります。ただでさ

え人件費も海外のほうが安く、大量生産なら

海外生産が企業にとってプラスという今日で

す。現在アメリカでは、完全失業率10％近く

まで来ておりますが、この数字も大きな理由

は製造業がコストを求め、既に中国、台湾、

メキシコ等海外へ転出してしまっていること

によります。 

 今、日本の企業は、事業計画の中でかなり

のＣＯ２削減努力をしていることから、穏や

かな増加にとどまっている現状であり、最近

では省エネ機能の高い機器等を導入して、電

気代やＣＯ２排出量を減らそうと懸命に努力

されている企業が増えております。 

 オフィスで消費割合が高いのは、照明が

40％、次いでコンセント32％、空調28％とな

り、一番電力を多く使っているのが照明であ

ります。今、最も省エネや電気代節約ができ

るのはＬＥＤ（発光ダイオード）を利用した

照明で、近い将来、白色電球は製造中止とな

り、環境にも優しい省エネのＬＥＤ電球に代

替されていきます。 

 このＬＥＤ照明は、明るさはこれまでとほ

ぼ同様で消費電力は約半分に抑えられるため、

電気代やＣＯ２排出量が減り、蛍光管自体の

寿命も従来の蛍光灯に比べて10倍程度寿命が

長く、水銀、鉛など有害物質を使用していな

いところが特徴であります。ＬＥＤは電流を

流すと光を発する半導体で、ろうそく、白熱

電球、蛍光灯に次ぐ「第四のあかり」とも呼

ばれ、小さくて軽く長寿命な上に消費電力が

小さいなどメリットが多く、環境にも優しい

照明であります。これまでにも信号機や携帯

電話のバックライト、イルミネーション球な

どに利用されてきました。ＬＥＤ電球は、当

初価格が１万円近くしましたが、最近では

1,000円台にまで下がってきたことから、家庭

照明にも広がってきております。 

 しかしながら、良いところだらけのＬＥＤ

照明ですが、公共施設など全国的に導入が進

んでいないのは、蛍光灯タイプ等では、従来
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の照明器具内にある安定器の取り外しや工事

等のコスト手間がかかることで、値段が従来

の蛍光灯より高くなってしまうというデメリ

ットがあったことによります。そこで、これ

らの課題をクリアした照明がこの11月に発売

されたことから、オフィス・店舗などにおい

てすそ野が広がってきております。 

 関西のＬＥＤ産業パナソニックなどが、天

井や壁に簡単に取り付けられるＬＥＤ照明を

開発され、点灯に必要な安定器を照明に内蔵

して、蛍光灯に必要な専用の取り付け口を不

要にし、設置費用も蛍光灯型のＬＥＤ照明に

比べ、３割程度安くできるようになりました。 

 このＬＥＤ照明に取り替えることで、電気

料金が今までの50％以上削減可能となり、寿

命が約４万時間と、一般のオフィスであれば

約10年間使用でき、面倒な経費のかかる交換

作業が必要なくなります。全国の信号機が電

球からＬＥＤにかわることになると、原発２

基分の節電になると試算されています。ＬＥ

Ｄ照明を毎日８時間使っても10年以上使用で

き、白熱電球に比べて排出ＣＯ２を約495㎏削

減できるようです。また、ある会社の試算に

よれば、５年半ほどで元が取れるようであり

ます。 

 本市は、平成18年９月に橋本市地球温暖化

防止実行計画を策定され、市役所の事務事業

に係る温室効果ガスの排出削減を、平成16年

度を基準年度として、平成18年度から平成22

年度の５年間に６％の削減をするという目標

を立てられ、さまざまな対策を講じられてお

りますが、これまでに進められてきた環境に

対する配慮や、温室効果ガス抑制に対する取

り組みなども含め、今回提案したコスト削減

に効果が期待されている公共施設へのＬＥＤ

照明の推進について、当局のお考えをお聞か

せください。 

 １、橋本市地球温暖化防止実行計画は、当

初の目標を達成できるのですか。 

 ２、庁舎等の照明器具の数と電気代はいか

ほどになっておりますか。 

 ３、公共施設等へのＬＥＤ照明の推進につ

いて調査はされているのですか。 

 ４、教育施設等へのＬＥＤ照明の推進につ

いて調査はされているのですか。 

 ５、市民や企業等へのＬＥＤ照明の推進を

促してみてはいかがですか。 

 以上であります。壇上からの１回目の質問

を終わらせていただきます。 

○議長（中西峰雄君）９番 上田君の一般質

問に対する答弁を求めます。 

 総務部長。 

〔総務部長（中山哲次君）登壇〕 

○総務部長（中山哲次君）それでは、議員お

ただしの庁舎等の照明器具の数と電気代につ

いて、及び公共施設等へのＬＥＤ照明の推進

に向けて調査されているのかとのおただしに

ついて、お答えをさせていただきます。 

 公共施設においての照明器具につきまして

は、事務所としての照度の関係もございまし

て、近年は設置台数も増加となっており、こ

の庁舎におきましては、節電のための消灯器

具も含めて673台の設置台数であります。 

 また、電気料につきましては、照明器具の

みの算出は困難ですのでコンセント等も含め、

平成20年度の庁舎電気量は1,696万5,939円で

ございました。 

 議員おただしの、ＬＥＤ照明を導入して電

気量の削減を図るための調査についてでござ

いますが、ＬＥＤ照明器具ではございません

が、省エネタイプＨｆ型での導入について検

討をこれまでも行っております。Ｈｆ型蛍光

灯は、従来の蛍光灯に比べ明るさ感は白色蛍

光灯に比べ40％明るくなり、消費電力は20％

の削減が見込まれます。このことから、現在

使用している主な照明器具40ワット２灯用照
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明器具を、32ワット２灯用のＨｆ型の照明器

具に更新する場合の検討を行いましたが、蛍

光灯機器の安定器が異なるため、器具の入れ

替え及び工事費等が必要であり、設置台数も

多いことから、進展していないのが現状でご

ざいます。 

 今後、施設の新築や改築等にあわせ検討を

してまいりたいと考えておりますので、ご理

解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げ

ます。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

〔市民部長（岸田茂利君）登壇〕 

○市民部長（岸田茂利君）橋本市地球温暖化

防止実行計画の当初目標達成についてのおた

だしにお答えをいたします。 

 橋本市では、地球温暖化対策の推進に関す

る法律にもとづき、平成18年９月に橋本市地

球温暖化防止実行計画を策定し、市役所の事

務事業に係る温室効果ガスの排出を、平成16

年度を基準年度として、平成18年度から22年

度の５年間に６％の削減目標を立てておりま

す。 

 まず、当初目標の達成にむけての進捗状況

ですが、平成16年度を基準年度として平成18

年度では1.66％の削減となり、また、平成19

年度では3.51％の削減となっております。な

お、平成20年度の削減数値については、現在

分析中であります。現在のところ、削減率に

ついて順調に推移しておりますので、22年度

では６％目標を達成できると考えており、今

後もさらなる努力をしてまいりますので、現

在のところ削減率についての見直し等は検討

しておりません。もう少し推移を見守ってい

きたいと思います。 

 次に、市民や企業へのＬＥＤ照明の推進を

促してみてはとのおただしですが、家庭用の

一般白熱球と比べまして、ＬＥＤ照明は使用

年数については40倍の長寿命で、明るさも1.3

倍となります。また、年間の電気代を比較い

たしましても75％削減でき、虫も集まりにく

く清潔で、温室効果ガスも削減となりますが、

こうした半面、現在、家庭で使われている室

内灯では、省エネ灯とＬＥＤ照明を比較した

場合、約５倍近くの設備費用がかかるなど課

題があります。同様に、オフィス・店舗につ

いても、改修費用などの課題があると聞いて

おります。 

 本市といたしましては、今後ＬＥＤ照明を

設置した場合の設備費用と、電気代や取り替

え等の管理費用を勘案しながら調査、検討を

重ねていきたいと思いますので、ご理解のほ

ど、よろしくお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）教育次長。 

〔教育次長（西本健一君）登壇〕 

○教育次長（西本健一君）教育施設等へのＬ

ＥＤ照明推進の調査についてお答えします。 

 教育施設等にＬＥＤ照明器具を導入するこ

とは、環境教育の視点からも時代の流れから

も、大切なことであると認識しています。 

 現時点では、教育施設等への導入は行って

いませんが、高野口小学校の大規模改修の際

に、担当者レベルで照明器具についても検討

し、ＬＥＤ照明器具については広く製品化さ

れていない状況であったことから、省電力タ

イプの照明器具で対応することとなりました。 

 しかしながら、今後も新しい照明器具が開

発されたり、低価格タイプのＬＥＤ照明器具

が出されたりすることが予想されます。学校

をはじめとする教育施設等の改修時に、学校

環境衛生基準を満たし、コスト面や環境教育

面でも効果が期待できるものを検討し、導入

していきたいと考えています。 

○議長（中西峰雄君）９番 上田君、再質問

ありますか。 

 ９番 上田君。 

○９番（上田良治君）それぞれご答弁いただ
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きまして、ありがとうございます。 

 まずはじめにお伺いしたいことは、これは、

前回にもこの地球温暖化防止実行計画につい

ては質問させていただいたんですが、その折

に、今回表紙を変えてくれたんやけども、前

に花火の写真を使うてあったんで、あまり地

球温暖化の防止にしていく上でふさわしくな

いよと言うたら、副市長のほうから早期に見

直していきたいという答弁をいただいていっ

たんですが、最近、これが表紙の写真を変え

ていただきまして、市民病院前のコスモスの

図画と、それでやどりの大自然の風景を入れ

ていただいたということで、大変ふさわしい

絵になったということでありがたいと思うん

ですが、それはええけども、何でこれ、９カ

月が経過して、これは平成20年の３月に質問

してあったんやけど、これ、何で今まで、急

遽三日前にこれ、変えられたんやけどね。何

でそれまで長くかかったのかなと、それをま

ずお伺いしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（岸田茂利君）大変申しわけござ

いません。ご指摘のように、前回のときにす

ぐに対応するというふうに副市長のほうから

ご答弁をいただいておったんですけども、ち

ょっと原課のほうで取り組みが遅れておった

ということで、誠に申しわけございません。

それで、急遽と言ってはなんですが、ご指摘

のように、ホームページをとりあえず変更さ

せていただいたところですので、よろしくお

願いしたいと思います。 

○議長（中西峰雄君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）わかりました。 

 それで、市民部長のほうから答弁いただき

まして、それぞれ担当課のほうで、いろいろ

と当初の目標を達成できるように努力を積み

重ねていただいたということで、５カ年計画

のうちの目標数値には達成できるんじゃない

のかなという、そういったお答えをいただい

たということで、それぞれ皆さん、担当課が

一生懸命努力していただいたということで、

非常に感謝を申し上げておきたいと思います。 

 それなんですが、ただ、来年度、またそれ

以降についての地球温暖化防止実行計画の策

定、新実行計画とか立てられると思うんやけ

ども、今、先ほど１回目の質問でも言わして

いただいたように、国が新たな削減目標を挙

げられたと。そういったことで、この削減目

標25％というのを前提として考えていく場合

に、市としても今後、目標数値や事業計画を

新たに策定していかなならんのじゃないかな、

そういうふうに思うんです。そういったこと

であるし、また来年度から暫定税率も廃止し

て、それで環境税を取っていこうやないかと

いうような、厳しい、産業界を脅かしている

ような今議論がされておるわけで、そういっ

た中で、市として新たな計画を今後どう考え

ておられるのかというのでお伺いしたいと思

います。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（岸田茂利君）議員既にご承知の

とおり、温暖化防止実行計画は来年度見直す

計画になっております。それで、先ほどから

ご指摘のございますように、鳩山総理が25％

と削減目標ということで挙げられましたです

けれども、来年度の見直しにあたりまして県

のほうとも照会を兼ねておるんですけども、

県のほうも国の動向を見きわめないと、ちょ

っと今のところわからないというようなこと

でございますので、私どもも県と協調しなが

ら、県の動向を見守った上で、来年度の見直

し計画の中にどういった数字を当て込んでい

くかということは、ちょっともう少し時間を

いただきながら研究していきたいと。今現在

では、ちょっとお答えする段階に至っており

ませんので、ご了解いただきたいと思います。 
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○議長（中西峰雄君）９番 上田君。 ○議長（中西峰雄君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）よろしくお願いしたい

と思います。25％の削減というのは、大変厳

しい数字であると思うんです。すべての中小

企業とか、そういった新しい機械を、最高率

器に取り替えていかな、これは達成できれへ

んのと違うんかなと。住宅の断熱にしたって、

太陽光発電、エコカー、給湯器、エコ照明な

どについても、すべて新しい機種に取り替え

ていかんと、この目標数値に達成できれへん

のじゃないかなと言われておりますので、今

後とも十分議論していただいて、新しい削減

目標に向けて取り組んでいただきたいとお願

い申しておきます。 

○９番（上田良治君）一回、これも調査して

いただきたいんやけれども、直接つけられる

ということは、グロー球を外したらＬＥＤの

蛍光灯を直接つけられるんでね。そしたら工

事代という手間、コストが要らんと思うんで

すよ。普通の蛍光灯であったらだいたい1,000

円ぐらいのもんやろう。これ、役所はどれぐ

らいの値段のを使うてるかわからんのやけど、

ＬＥＤになったら１本２万5,000円要るんや

けどね。２万5,000円要るんやけれども、10

年間付け替えらんでええというのと、照明の

料金がだいたい半額になるということで、今

1,696万円やったら、だいたい800万円、約や

で、なるん違うんかなというのもあるんでね。

長いランニングコストで考えていただいたら、

こっちのほうが得なん違うかなというのがあ

って、そういったことも今後については調査

していただきたいと思うんです。 

 ２番に入ります。庁舎の照明器具及び電気

代ということでお伺いしたんですが、673台が

あると。1,696万五千何がしのお金が、電気代

がかかっておるということなんですが、一つ

お伺いしたいのは、庁舎の673台ある器具なん

ですが、これはだいたい照明器具というのは

グロースターター型とインバーターのラピッ

ドスターター型というタイプがあるんです。

ほんで、ＬＥＤを直接つけれる蛍光灯のタイ

プの照明と、ちょっと手直しせなあかんとい

うか、グロー球を取り外したりする手間が要

る工事、そういったのも要るのがあって、そ

れで、このグロースターター型であったら、

このグロー球を取り外すだけでＬＥＤの蛍光

灯を直接つけられるというのがあって、イン

バーターラピッドスターター型になっていっ

たら、グロー球を取り外したり、安定器をち

ょっといじったりするという手間があるんで

すが、これについては、673台あるうちのどう

いう型になっておりますか。調べられておる

んかな。 

 どうしてもコスト面というか、今のところ

値段が高いということで、コスト面の意識が

先行してしまって、ランニングコストという

か、未来への投資というか、次世代への投資

がちょっと薄れているんじゃないかなと、こ

ういうふうな懸念もするんで、そういったこ

とも、今後は役所から推し進んで積極的に導

入して一回取り入れてみて、まあ言うたら、

市民部とか生活環境課のほうで一回試験的に

やってみて、だいたいこれぐらいコストがデ

ータとして出てくるやろう。そういったもの

を今度公表していったら、結果が現れてくる

と思うんで、こういったところから推し進め

ていっていただいてもありがたいなと思いま

すので、その辺についていかがですか。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 

○議長（中西峰雄君）総務部長。 ○総務部長（中山哲次君）確かに今ご質問も

いただきまして、その以前からもそうなんで

すが、インターネット等でこのＬＥＤという

○総務部長（中山哲次君）そこまでの調査は

いたしておりません。 
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ものの位置付けなり、国の考え方なりをちょ

っとインターネットで拾ってみてはおるわけ

でございますけれども、今現在、国のほうで

保安基準、規格等においては、まだ、私の勉

強不足かもわかりませんけれども、正式には

国のほうでは認可はとられていないというふ

うに理解をさせていただいております。です

から、先ほどもご答弁させていただきました

が、庁舎内の電灯を例えばＬＥＤに取り替え

ますと、今現在の基盤といいますか蛍光灯が

ついております装置自身、球じゃなしに、そ

のもの自身が果たして補償、ＬＥＤにつけか

えて万一事故等が発生したときに補償が受け

れるものかなという疑問も私ども持っており

ます。 

 ただ、今後のことでございますけれども、

これもあくまでもインターネットのお話とい

うことでご理解いただきたいんですが、ある

大手日本の電器メーカーの弁を借りるのであ

れば、2010年から2015年の間には、技術的に

も蛍光灯を追い抜くのではないかと。そして、

ＬＥＤの照明が技術的にも完成されるのでは

ないかというような記事もインターネットに

載っております。 

 そういうことで、市といたしましては今後

の庁舎の改造等と踏まえた中で、このＬＥＤ

の技術的な、また規格を認められた状況にな

ってくるのかどうかも踏まえまして、調査検

討させていただきたいというふうには考えて

おりますので、ご理解のほど、よろしくお願

いします。 

○議長（中西峰雄君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）それでまた、市場単価

もまだ安くなって、今よりは安くなってくる

のは間違いないと思うんです。そういった時

期もあると思うんやけれども、それで役所か

ら先行して導入していただいたら、市民の方

も導入することによって市場単価が下がると

いうことで、取り組んでいきやすくなるとい

うことで、今後検討していただきたいと思い

ます。 

 次の４番に入ります。教育施設のほうでも

お答えいただいたんですが、今のところ、省

電力タイプの照明で対処していくんだという

お答えいただいたんですが、生徒の省エネ学

習という観点からも踏まえまして、少しずつ

定着していただくのがありがたいなと思われ

るんです。 

 それで、ちょっと調べてみましたら、沖縄

県の宮古島市でこういうことを言うてるんで

す。ちょっとご紹介しますと、宮古島市は、

今後市内の幼稚園や小中学校を改装する際、

現在使用している蛍光灯や電球などの照明器

具を、消費電力や二酸化炭素の排出量が少な

く、寿命が長いＬＥＤ照明の設置計画を進め

ているということであります。また、改築以

外に古い照明器具を交換する際にも、なるべ

くＬＥＤ照明に切り替えたいということで、

購入時の価格は高いけれども、長い目で見る

と節電になり、プラスになると判断され、こ

の計画を実施されたということであります。 

 そういったことで、本市といたしましても

教育施設の改装や、あるいは建て替えの際に

は、また新しい施設を建てる場合には、ぜひ

ともこのＬＥＤ照明を推し進めていただきた

いと。このことは教育長、よろしくお願いし

ます。新しいものに建て替えていく場合、あ

るいは改装していく場合にはぜひとも、まあ

今後については、そういった省エネタイプの

電球で取り入れていくということなんですが、

そういったことでよろしくお願いいたします。 

○議長（中西峰雄君）教育長。 

○教育長（森本國昭君）先ほど次長がお答え

いたしましたように、できるだけそういう方

向で進めていきたいんですけれども、コスト

面等もございますので、その両面、いろいろ
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効果が期待できるものを考えていきたいと思

います。 

 ちなみに、先ほどの教育文化会館の蛍光灯

ですけれども、グローランプではなしに、す

べて何とかラピッドというか、その蛍光灯の

ように思います。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）ありがとうございます。 

 そういったことで５番に移ります。市民や

企業などに、ＬＥＤ照明の推進を促してはい

かがですかということなんですが、これも役

所から取り入れてないので、一般市民のほう

には推進をまだ促せないよというようなこと

やったと思うんやけれども、ＬＥＤ照明、今

テレビコマーシャルでもよくやってるんやけ

ど、各家の外灯とかについては、当初１万円

近くしたやつが、今、高くても3,000円、1,000

円台になってきてるんでね。ほんで虫も寄っ

てけえへんと先ほどもいただいて、虫も寄っ

てけえへんし、取り替えが４万時間から５万

時間長持ちするということなんで、明らかに

これはお得なんでね。そういったことも踏ま

えながら推進を促していただきたいと思いま

す。 

 それと、ＬＥＤ照明を導入する場合に、国

の補助、あるでしょう。これは青色申告など

提出する法人または個人については、ＬＥＤ

照明を使用した場合に基準取得価額の７％相

当額の税額排除、あるいは普通償却に加えて

基準取得価額の100％相当額を限度として償

却できる特別償却のどちらかを受けられる税

制優遇措置がございます。 

 それと、各自治体を調べてみますと、ＬＥ

Ｄ照明の市独自の補助金を実施している自治

体が多くございました。これは自治会の防犯

灯や集会場などにＬＥＤ照明を導入する際と

か、商店街やマンションなどの共用部にＬＥ

Ｄ照明を設置しようとする際とか、市内に事

業所を有する中小企業などがＬＥＤ照明器具

を設置する際、補助金の交付を受けられるよ

うでございます。 

 そういったことで、いろんな支援策を実施

している自治体もあるということで、当市と

しても今後、ＬＥＤ照明が普及しつつある中

で、現状ではまだ割安とは言えないんです。

言えないんですが、量産化による低コストに

よって、各家庭や企業に普及することで、消

費電力あるいは二酸化炭素を削減して、減ら

していくと。環境を改善していくことに役立

つことができるということで、国を挙げて進

められておるということもございますので、

今後は役所から率先して導入されて、補助金

制度も充実していただきたいということで、

そういったことも踏まえて、今後は市民や企

業などに推進をお願いしたいと、かように思

います。これを最後にお答えいただいて、こ

れ、自治体各やってるんですよ、方々で。そ

ういったことがあるので、このことについて

前向きなご答弁をいただいて、私の質問を終

わりたいと思います。よろしくお願いします。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（岸田茂利君）いろいろＬＥＤ照

明についてのメリットというのは、たくさん

議員ご紹介いただきましたようにあるわけで

すけれども、一つは、今までの一般白熱電球

型にかわる電球型のやつは、いわゆる日本電

球工業会であるとか、いろいろそういう団体

があるんですけど、そういうところで評価は

されまして、認知されまして、大手メーカー

等でも販売されております。先ほどご紹介の

ありましたように、１球3,000円から4,000円

ぐらいで市販されている状況でありますが、

オフィス等、あるいは庁舎等でなかなか進ま

ないという、いわゆる直管型の蛍光灯、これ

は大阪等のベンチャー企業が開発されて市販
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されているようでありますけれども、先ほど、

私紹介しました社団法人の日本管球工業会で

あるとか、いろいろ協会があるわけですけれ

ども、そういうところで７社ほどの電球を評

価されているようです。入力電力量であると

か、全光束、あるいは総合効率、あるいは平

均演色評価数、それから直下照度等々を評価

しますと、今現在主流となっております直管

型の蛍光灯ですけども、高力率型の、先ほど

総務部長が申しておりましたＨｆ型、インバ

ータ形式のやつが一番、現在のところ、すべ

てにおいてすぐれていると。それから、直管

型のＬＥＤ照明器具は、現在のところ、今の

蛍光灯管にかわる省エネランプとしては、今

現在では未成熟であるという評価がなされて

いるようで、ですから大手メーカー等もまだ

市販されていないという状況であります。 

 ただしかし、先ほどもありましたように、

ここ５年以内には逆転するであろうというこ

とで、どんどん技術革新がなされているよう

でありますので、そういった評価ができた段

階では、いろいろ市のほうでもできるだけ使

っていけるように、それから企業等への啓発

も進めていけるんじゃないかと思いますけど

も、今現在ではそういう状況ですので、一般

企業等へ市から広報等々というのはちょっと

まだできにくい状況かなというふうに感じて

おります。それから、そういうことで認知さ

れた段階で、まだ市のほうでは税制優遇措置

というのは定めておりませんけれども、それ

も検討していく項目かなというふうには考え

ております。 

 以上です。 

○議長（中西峰雄君）９番 上田君。 

○９番（上田良治君）ちょっと答弁もれです。 

○議長（中西峰雄君）答弁もれ指摘してくだ

さい。 

○９番（上田良治君）国の税制優遇措置、こ

れも知らない人がいてるんで、幅広くわかる

ような形で知らしめてあげてくださいよとい

うのと、それといろんな支援策を打ち出して

おる自治体があるんで、橋本市もこういう支

援策を取り入れた上で、今後啓発してもろた

らありがたいなということでありますので、

その辺のところ、もう一度だけしっかりと答

弁お願いします。 

○議長（中西峰雄君）市民部長。 

○市民部長（岸田茂利君）済みません。私の

ほうも国の優遇税制措置というの、ちょっと

勉強不足な面がございますので勉強させてい

ただきまして、また広報等でもご紹介できた

らというふうに考えます。 

○議長（中西峰雄君）よろしいですか。 

○９番（上田良治君）終わります。 

○議長（中西峰雄君）これをもって、９番 上

田君の一般質問は終わりました。 
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